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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
近接および接触センサーデバイスを備えた自動車のハンドルであって、
その長さがハンドルの周囲よりもわずかに短く、
第１の粘着剤層（４）を介して、第１の導電性トラック（６）及び第２の導電性トラック
（６’、６’’）に対して１つの表面が固定された拡張可能なバンド（２）を備え
前記第１及び第２の導電性トラックは、前記拡張可能なバンドに適用された金属シートを
処理することによって得られた平らな金属路からなり、
前記第１の導電性トラック（６）は一連の分岐（１８）を含み、
前記第２の導電性トラック（６’、６’’）は１つの部分を除いて絶縁材料（２０）で覆
われ、
前記第１及び第２の導電性トラック（６、６’、６’’）は、ライナー（１６）によって
保護される第２の両粘着層（１４）で覆われ、
前記第１及び第２の導電性トラック（６、６’、６’’）は、フィールドバス（１０）に
よって車両の制御装置（１２）に接続されたマルチチャンネル容量性センサー回路（８）
に接続されることを特徴とする、自動車のハンドル。
【請求項２】
金属がアルミニウムである、ことを特徴とする請求項１に記載の自動車のハンドル。
【請求項３】
前記第１の導電性トラック（６）は、ハンドルの周囲全体にわたって伸びる、ことを特徴
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とする請求項１または２に記載の自動車のハンドル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車のハンドル内の近接および接触センサーデバイスに関する。
【０００２】
　車両のハンドルには近接および接触センサーが設けられることが知られている。
【０００３】
　第１のタイプのハンドルは、ハンドルの環状部分の周りに巻かれた、および、容量セン
サーに接続された、金属ワイヤーを備えている。とりわけ、表面が完全に滑らかなレザー
クラッディング（ｌｅａｔｈｅｒ　ｃｌａｄｄｉｎｇ）が使用されている場合、突き出た
ワイヤーの貧相な外観という欠点を取り除くために、金属ワイヤーはスポンジ層で覆われ
ている。
【０００４】
　他方では、ワイヤーを収容するためにハンドルに空洞が設けられると、これは、追加の
費用が掛かり、作業を行う時間および労働力を無駄にすることになる。
【０００５】
　別の欠点はスポークにワイヤーを適用することができないという事実である。
【０００６】
　さらなる欠点は、妨害を減らすためにワイヤーを覆うことができないという事実である
。
【０００７】
　本発明は、クラッディング材料のしわ、起伏（ｒｅｌｉｅｆ）、および変形に由来する
不愉快な外観をもたらさない、車両ハンドル用の近接および接触センサーデバイスを提供
することを目的とする。
【０００８】
　この目的は、クレーム１に記載されているような自動車のハンドル内の近接および接触
センサーデバイスによって実現される。
【０００９】
　本発明は、添付の図面を参照して、非限定的な例として提供される好ましい実施形態の
形態でさらに明確にされる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明のデバイスの長手方向の部分断面図である
【図２】ブロック図の形態の本発明のデバイスの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図から分かるように、本発明にかかる近接および接触センサーデバイスは、約０．３ｍ
ｍの厚さの実質的に長方形の拡張可能なバンド（２）を備え、その１つの表面は粘着層（
４）で覆われており、粘着層（４）の上には好ましくはアルミニウムの複数の平らな導電
性トラック（６、６’、６’’）が適用され、これらのトラックはすべて、容量性マルチ
チャンネル回路（８）に接続され、マルチチャンネル回路（８）自体はフィールドバス（
１０）によって車両の制御装置（１２）に接続されている。
【００１２】
　導電性トラックは、取外し可能なスライダー（１６）によって保護される第２の両粘着
（ｂｉｄａｄｈｅｓｉｖｅ）層（１４）で覆われている。
【００１３】
　トラック（６、６’、６”）は、近接／接触を検知するための高感度素子として使用さ
れるコンデンサーのプレートの機能を果たす。
【００１４】
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　導電性トラック（６）は一連の分岐（１８）を含むように形成され、トラック（６’お
よび６”）は、１つの部分を除いて、絶縁材料（２０）で覆われている。
【００１５】
　このように、容量性検知領域を、例えば、ライト、方向指示器などを作動させるための
押しボタンといった機能に使用するため、ハンドルリムの表面に形成することができる。
【００１６】
　とりわけ、検知システムは、ハンドルに適用されるフレキシブル回路上に存在するプレ
ートと、プレートを囲むそれとによって形成されるコンデンサーの放電をＲＣ回路内で得
るのに必要な時定数の評価に基づいて開発される。
【００１７】
　ＲＣ回路理論から、初期状態が以下の通り：静電容量Ｃのコンデンサーが充電され、そ
の端部で電位差Ｖを示すとみなされる場合、その後、抵抗値Ｒの抵抗器からなる負荷によ
るその放電が開始され、コンデンサーの端部の電圧は時間τ（τ＝ＲＣ）で初期値の約３
７％まで落ちることが知られている。従って、一定の抵抗値Ｒが分かれば、コンデンサー
の値は時間τを測定することで推定することができる（Ｃ＝τ／Ｒ）。
【００１８】
　これらの考察に基づいて、測定システムは、既知の電圧値までコンデンサーを充電する
機能を行い、適切な大きさの抵抗器によってそれを放電し、放電時定数を測定することが
できる。
【００１９】
　従って、ドライバーの手がハンドルのリムに近接して、または、当該リムに接触して、
つまり、導電性トラックからわずか数ミリメートルに置かれると、その同等の導電値が相
当増加する。これは、ドライバーの身体が別の導電体であるため、手がプレートとして働
き、ヒーターの金属導体とともに、車両の金属部分につながれた理想的でないコンデンサ
ーを形成するという事実による。
【００２０】
　その結果、ドライバーの手または指がトラック（６）またはトラック（６’、６’’）
の覆われていない部分上にある場合、手または指は回路（８）によって検知される静電容
量の変化を生み出し、これはバス（１０）によって制御装置に対する静電容量の変化を示
し、この変化は、接続された機能の作動（ライト、方向指示器の作動）、または、ハンド
ル上に手の存在がもはや検知されない場合には緊急信号を引き起こす。
【００２１】
　本発明のデバイスは以下の方法で形成される。
【００２２】
　アルミシートが実質的に長方形の拡張可能なバンド（２）に接合され、次に、シルクス
クリーン印刷処理にさらされる。インクによって保護されていないその金属はその後、取
り除かれ、連続的に水平な導電性トラック（６、６’、６’ ’）が得られ、その上には
さらに両粘着層（１４）が適用され、ライナー（１６）によって覆われる。
【００２３】
　前述から、本発明にかかるハンドル用の接触センサーデバイスは、プリント回路に特有
のエッチング処理されたホイルを用いる方法によって得られる導電性トラックの使用によ
って、多くの利点を与えることが明白である。とりわけ、
　－ハンドルに容易にかつ快適に該デバイスを取り付けることができる。
　－アルミニウム製のトラックのコストは、ワイヤー導体のコストのわずか四分の一であ
るとみなすことができる。
　－トラックを分岐させることができ、したがって、複数の活発な検知領域を有する。
　－拡張可能な支持部の存在は、しわがまったく現われないことを意味している。
　－導電性トラックの厚さが薄いため、該デバイスの厚さは薄い。
　－該デバイスをハンドルスポークに適用することができ、その後、接触検知領域として
も使用できる。
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　－妨害を避けるために、ＰＶＤ蒸着した金属で、トラックの後部を覆うことができる。

【図１】

【図２】
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